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文献目録 
イタリア語 

 
 

⽂法書・学習書 

l ⻑神悟 (2018)『イタリア語の ABC 改訂版』⽩⽔社. 

- ⼊⾨から中上級まで、イタリア語の⽂法を⼀通りカバーした学習書。ただし独学よりは
教室向け。 

l 菅⽥茂昭 (2006)『超⼊⾨イタリア語』⼤学書林. 

- 超⼊⾨とあるが、こちらも⽂法を⼀通りカバーしている。厚さの割に範囲が広く、詳細
な記述があるが、そのために完全な初⼼者には難解。 

l 坂本鉄男 (2009)『現代イタリア⽂法 新装版』⽩⽔社. 

- ⽇本語で読める唯⼀の本格的な⽂法書。ただしオリジナル版の刊⾏は 1979 年で、下記
Battaglia & Pernicone (1978)の第⼀版（1960 年）を下敷きにしており、かなりの時間が経
っていることには注意が必要。 

l Renzi, Lorenzo et al. (2001). Grande grammatica italiana di consultazione. 2a ed. Bologna, il 

Mulino. 

- 総勢 38 ⼈の著者による 3 巻構成の⼤著（第⼀版は 1988-1995）。⽣成⽂法の知⾒を下敷
きにしており、特に前提知識がないと読解はたいへん困難。それでもイタリア語の⽂法
を研究するのであれば必ず確認すべき、イタリア語⽂法書の⾦字塔。 

l Salvi, G. & Vanelli, L. 1992. Grammatica essenziale di riferimento della lingua italiana. Firenze: 

De Agostini-Le Monnier. 

- Grande grammatica と同時期に、著者グループにも参加する 2 名によって書かれた⽂法
書。基本的な統語構造と特に動詞の形態についてまとまっているが、今参照するのであ
れば下の Nuova grammatica がおすすめ。 

l Giampaolo Salvi e Laura Vanelli. (2004). Nuova grammatica italiana. Bologna, il Mulino 

- 実質的には Grammatica essenziale の改訂版。Grande grammatica と同様に⽣成⽂法を背景
にしており前提知識を要求するが、⽐較的記述がコンパクトにまとまっており、最初の
章に基本的な⽤語・概念についてもわかりやすい解説がある。Grande grammatica を読む
ための準備としても有⽤。 

l Andorno, C. (2003). La grammatica italiana. Milano: Bruno Mondadori. 

- Nuova grammatica よりもさらに丁寧な解説や練習問題で⽣成⽂法を下敷きにした⽂法記
述について説明した、⽂法書というよりも教科書。現代的な⽂法記述の⼊⾨におすす
め。 

l Serianni, L. (1988). Grammatica italiana, Torino, Utet. 

- Grande grammatica 初版第⼀巻と同年刊⾏だがまったく⽑⾊の違う、伝統的・学校的な⽂
法書の⾦字塔。⽣成⽂法のような前提知識を要求せず、また記述する範囲は後半かつ詳
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細。研究のためではなくイタリア語の運⽤に関する疑問点について参照するだけなら、
こちらが役に⽴つことも多い。 

l Patota, G. (2006). Grammatica di riferimento dell’italiano contemporaneo. Novara: Garzanti 

Linguistica. 

- 同様に伝統的・学校的な⽂法書。⼀般読者向けに書かれており、外国語としてイタリア
語を学習する者にも読みやすい平易なイタリア語で書かれている。かなり⼤部の
Serianni と⽐べて⼿軽にアクセスできる⽂法書ならこちら。 

l Maiden, M. & Robustelli, C. 2014. A Reference Grammar of Modern Italian. London/New York: 

Routledge. 

- 英語で書かれたイタリア語⽂法書。 

l Schwarze, C. 1988. Grammatik der italienischen Sprache. Berlin: De Gruyter. 

- ドイツ語で書かれており、さらに語彙機能⽂法に基づいているために⼈を選ぶが、
Serianni、Grande grammatica と同年に刊⾏されてイタリア語を世界で最も⽂法記述の豊富
な⾔語に押し上げた⽂法書。2009 年にイタリア語版が出ている（Schwarze, Christoph. 

2009. Grammatica della lingua italiana. Roma: Carocci）。 

l Graffi, G., & Scalise, Sergio. (2002). Le lingue e il linguaggio. Bologna: Il Mulino. 

- イタリアでもっとも普及している⾔語学の教科書。イタリア語の分析に直接役⽴つかは
ともかく、イタリア（語）から⾔語学をみる視点を把握するために有⽤。 

l Lubello, S. (2016). Manuale di linguistica italiana. Berlin: De Gruyter. 

- ⽐較的近年に出た、こちらは教科書ではなく研究者向けの概説書。かなり難解だが、イ
タリア語について研究するのであれば興味を持っている分野の章は読んでおきたい。 

l Battaglia, S. & Pernicone, V. (1978). Grammatica italiana, nuova ed. Torino, Loescher. 

l Dardano, M. & Trifone, P. (1985). La Lingua Italiana. Zanichelli. 

l Dardano, M. & Trifone, P. (1997). La nuova grammatica della lingua italiana. Bologna, Zanichelli. 

l Prandi, Michele e De Santis, Cristina (2011). Le regole e le scelte, Manuale di linguistica e di 

grammatica italiana, (ed. seconda). Utet 

l Orvieto, Giorgio R. e Moretti, Giovanni B. (1984). Grammatica italiana, Vol.1, Perugia, Benucci. 

l Proudfoot, A. & Cardo, F. (2013). Modern Italian Grammar. London and New York, Routledge. 

l Sensini, Marcello. (1997). La grammatica della lingua italiana. Milano, Oscar Mondadori.  

l Serianni, L. (1991). Grammatica italiana: Italino comune e lingua letteraria. Torino, Utet. 

l Serianni, L. (1997). Italiano. Milano, Garzanti Editore. 

l Serianni, L. & Castelvecchi, A. (1991) Grammatica italiana: italiano comune e lingua letteraria 

[2a ed]. Torino, UTET. 

l Trifone, P. e Palermo, M. (2000). Grammatica italiana di base. Bologna, Zanichelli. 
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⽇本語⽂献 

1. ⾳声学 
l 岡⽥由美⼦(1992).「s の発⾳」.「秋⼭余思教授退官記念論⽂集」編集委員会編.『イタ

リア語ことばの諸相：秋⼭余思教授退官記念論⽂集』イタリア書房, pp.27-40 

l 郡史郎(1992).「イタリア語のイントネーション：朗読⽂の⽂末２語の⾳調と持続時間
の特徴」.「秋⼭余思教授退官記念論⽂集」編集委員会編.『イタリア語ことばの諸相：
秋⼭余思教授退官記念論⽂集』イタリア書房, pp.56-74  

l 郡史郎(1993).「イタリア語の韻律的特徴：⾳の⻑さを規定する要因について」.「池⽥
廉教授停年退官記念論⽂集」刊⾏準備委員会編.『池⽥廉教授停年退官記念論⽂集』「池
⽥廉教授停年退官記念論⽂集」刊⾏準備委員会, pp.185-208 

l 郡史郎(1998).「ことばの祭典」.『最もメロディアスな⾔語』.⼤修館書店, [特集：
KOTOBA のオリンピック：19競技による], 27 巻, 5号, pp.18-21 

l 榊原志代(2008).「対⼈関係を反映する⾳声的特徴について：イタリア語の挨拶
buongiorno の場合」『⾳声研究』12 巻, 3号, pp.59-75 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/onseikenkyu/12/3/12_KJ00007631966/_pdf/-char/ja 

l 菅⽥茂昭(1991).「ロマンス語における⼝蓋化の問題点：イタリア語・サルジニア語を
中⼼に」『ロマンス語研究』24号, pp.119-123 http://sjsrom.ec-

net.jp/studrom/024/studrom_024_012.pdf 

l 津⽥悠⼀朗(2014).「現代共通イタリア語の⾳節構造とリズム」『イタリア学会誌』64

巻, pp.69-87 https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/64/0/64_KJ00009595806/_pdf/-

char/ja 

l 藤村昌昭(1984).「五線譜に表現されたイタリア語のアクセント構造」『⼤阪外国⼤学学
報』66 巻, pp.81-106 https://ir.library.osaka-u.ac.jp/repo/ouka/all/81018/joufs_66_081.pdf 

l 藤村昌昭(1986).「イタリア語における clitic の機能と構造：同⾳性によるオーヴァーラ
ップ現象を中⼼に」『ロマンス語研究』19号, pp.71-83 http://sjsrom.ec-

net.jp/studrom/019/studrom_019_008.pdf 

l 藤村昌昭(2002).「Opacità の不透明性について：イタリア語における⾳韻の形態統制」
『イタリア学会誌』52 巻, pp.44-80 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/52/0/52_KJ00003723271/_pdf/-char/ja 

l 森⽥学(2008).「歌唱イタリア語の発⾳をめぐって：美しいイタリア語の発⾳にむけ
て」『東京⾳楽⼤学研究紀要』32 巻, pp.113-128 https://tokyo-

ondai.repo.nii.ac.jp/record/866/files/KJ00005444006.pdf 

l 渡辺明⼦(2013).「イタリアベルカント歌唱法における⽇本語歌唱の表現：渡辺明⼦ソ
プラノリサイタルを通しての考察」『聖徳⼤学研究紀要』24 巻, pp.107-114 

https://seitoku.repo.nii.ac.jp/records/129 
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2. ⾳韻論 
l 上野貴史(1992).「イタリア語の語尾切断現象(1)：動詞の語尾切断」『⼤阪⼥⼦短期⼤学

紀要』17 巻, pp.79-87 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/45411/files/30297 

l 上野貴史(1993).「イタリア語の語尾切断現象(2)：名詞・形容詞・副詞・前置詞・接続
詞の語尾切断」『⼤阪⼥⼦短期⼤学紀要』18 巻, pp.51-59 https://ir.lib.hiroshima-

u.ac.jp/45412/files/38184 

l 上野貴史(1993).「イタリア語における切断現象と使⽤頻度」『ニダバ(NIDABA)』22 巻, 

pp.103-111 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44350/files/9594 

l 上野貴史, ⾕岡弘⼆(2005).「クラスター分析によるイタリア語冠詞前置詞の時系列的考
察」『ニダバ(NIDABA)』34 巻, pp.20-29 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44354/files/10670 

l 上野貴史, ⾕岡弘⼆(2006).「イタリア語冠詞前置詞の時系列的考察：冠詞前置詞 a/ da/ 

di/ in」『ニダバ(NIDABA)』35 巻, pp.65-74 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44355/files/29660 

l 篠⽊平治(1994).「イタリア語⾳韻論粗描」『群⾺県⽴⼥⼦⼤学紀要』15 巻, pp.141–159. 

https://gpwu.repo.nii.ac.jp/records/216 

l 鈴⽊信五(1981).「フィレンツェ型とローマ型のイタリア語 : ⺟⾳間の単⼦⾳[∫]の⾳韻
解釈について」『イタリア学会誌』 30 巻, pp.59–74. 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/30/0/30_KJ00003717640/_pdf/-char/ja 

l 古浦敏⽣(1968).「イタリア語の絶対最上級副詞について−ボッカチオ『デカメロン』
を中⼼として−」『⽇本⾔語学学会機関誌：⾔語研究』53号, pp.117-118 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/gengo1939/1968/53/1968_53_117/_pdf/-char/ja 

 

 

3. 形態論 
l ⻘⽊洋⼀郎(2014).「イタリア語における再帰動詞について」『明治学院⼤学教養教育セ

ンター紀要：カルチュール』6 巻, 1号, pp.169-180 

l 猪浦道夫(1989).「イタリア語の動詞副詞結合」『イタリア学会誌』39 巻, pp.177-196 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/39/0/39_KJ00003717814/_pdf/-char/ja 

l 上野貴史(1995).「イタリア語における合成語の構造：ハイフン語と主要部」『⾔語⽂化
学会論集』5 巻, pp.21-43 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/45631/files/30375 

l 上野貴史(1996).「イタリア語における《N+N》複合語の⽣成：Head と語形性レベル」
『⾔語⽂化学会論集』7 巻, pp.21-42 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/45407/files/30104 

l 上野貴史(1997).「イタリア語複合名詞と英語表現」『⼤阪⼥⼦短期⼤学紀要』22 巻, 

pp.43-50 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/45789/files/30450 

l 上野貴史(1998).「語彙部⾨におけるイタリア語複合語：「名詞＋形容詞／形容詞＋名詞」
複 合 語 か ら 」『 ロ マ ン ス 語 研 究 』 31 号 , pp.21-30 https://ir.lib.hiroshima-

u.ac.jp/45487/files/736 

l 上野貴史(1998).「複合語における複数形態と⽣成構造」『イタリア学会誌』48 巻, pp.181-

202 https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/48/0/48_KJ00003717989/_pdf/-char/ja 
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l 上野貴史(2000).「「古典語的合成語」の語形成過程について」『イタリア学会誌』50 巻, 

pp.49-75 https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/50/0/50_KJ00003718077/_pdf/-

char/ja 

l 上野貴史(2010).「イタリア語における名詞接尾辞 -ATO / -ATA」『ニダバ(NIDABA)』39 巻, 

pp.58-67 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44356/files/11292 

l 久保博(2021).「イタリア語のアスペクト」『東京外国語⼤学語学研究所論集』26号, 

pp.73-29 

http://www.tufs.ac.jp/common/fs/ilr/contents/ronshuu/26/jilr26_sp_Italian15_Kubo.pdf 

l 古浦敏⽣(1965).「イタリア語における否定表現＜特集＞」『広⼤⾔語』5 巻, pp.6-9 

https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/46218/files/4727 

l 古浦敏⽣(1981).「イタリア語の語形成に関する⼀考察：作家名とその形容詞形につい
て」『南欧⽂化』7号, ⽂流, pp.126-137 

l 古浦敏⽣(1981).「イタリア語の語形成に関する⼀考察：都市名とその形容詞形につい
て」『広島⼤学⽂学部紀要』44 巻, pp.295-317  

l 古浦敏⽣(1983).「イタリア語における動詞活⽤語尾に関する史的考察：直説法現在＆
接続法現在２⼈称単数形を中⼼として」『⾔語学論叢』関本⾄先⽣古稀記念論⽂集, 浮
⽔社, pp.159-188  

l 古浦敏⽣(1994).「ダンテ『神曲』における条件法の形態について」『ロマンス語研究』
27号, pp.25-34 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/027/studrom_027_003.pdf 

l 菅⽥茂昭(1988).「イタリア語およびロマンス語における動詞＋名詞型の合成名詞」『ロ
マンス語研究』21号,  pp.25-30 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/021/studrom_021_004.pdf 

l ⾕川みずき(2020).「イタリア語の⾃他交替」『東京⼤学⾔語学論集電⼦版(eTULIP)』42

巻,  eTULIP号, pp.169-182 https://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/records/54933 

l ⼟屋美⼦(2006).「ポリツィアーノ『スタンツェ』にみられる⾔語的特徴について：動
詞の形態論を中⼼に」『イタリア学会誌』56 巻, pp.167-192 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/56/0/56_KJ00004401030/_pdf/-char/ja 

l ⻑神悟(1988).「イタリア語派⽣法の⼀問題：接尾辞ゼロ動詞派⽣名詞について」『イタ
リア学会誌』38 巻, pp.37-51 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/38/0/38_KJ00003717790/_pdf/-char/ja 

l 布施温(1991).「イタリア語動詞活⽤の体系づけとコンピューターによる活⽤表の作
成」『愛知県⽴⼤学外国語学部紀要、⾔語・⽂学編』23号, pp.295-312  

l 向井華奈⼦(2015).「イタリア 16世紀の⽂法記述における接続法半過去と条件法現在の
形態」『イタリア学会誌』65 巻, pp.147-166 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/65/0/65_147/_pdf/-char/ja 

l ⼭本真司(2014).「イタリア語における狭義の再帰動詞と形式的再帰動詞は他動詞なの
か」『東京外国語⼤学語学研究所論集』19号, pp.71-84 

http://www.tufs.ac.jp/common/fs/ilr/contents/ronshuu/19/jilr_19_sp_note_Yamamoto.pdf 
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4. 語彙論 

l ⻘⽊洋⼀郎(2010).「『デカメロン』における domandare の⽤法を巡って」『明治学院⼤
学教養教育センター紀要：カルチュール』4 巻, 1号, pp.249-261 

l 秋⼭余思(1965).「『新曲』の脚韻に於ける語彙」『イタリア学会誌』13 巻, pp.80-85 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/13/0/13_KJ00003717324/_pdf/-char/ja 

l 岸本通夫(1958).「ダンテ『新曲』のラティニズモ(1)」『イタリア学会誌』7 巻, pp.45-50 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/7/0/7_KJ00003718135/_pdf/-char/ja 

l 岸本通夫(1961).「ダンテ『新曲』のラティニズモ(2)」『イタリア学会誌』9 巻, pp.72-75 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/9/0/9_KJ00003718178/_pdf/-char/ja 

l 古浦敏⽣(1966).「現代イタリア語における借⽤語について＜特集＞」『広⼤⾔語』6 巻, 

pp.16-20 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/46239/files/31768 

l 古浦敏⽣(1967).「イタリア語の基数詞に関する問題点＜特集＞」『広⼤⾔語』7 巻, pp.1-

3 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/46263/files/33118 

l 古浦敏⽣(1986).「イタリア語におけるギリシャ語法：イタリア語に翻訳されたギリシ
ャ⼈名を中⼼として」『広島⼤学⽂学部紀要』45 巻, pp.453-472 https://ir.lib.hiroshima-

u.ac.jp/00044335 

l 古浦敏⽣(1990).「イタリア語における⽇本語からの借⽤語：その性（genere）をめぐっ
て」『広島⼤学⽂学部紀要』49 巻, 特輯号 2, pp.1-91 

l 古浦敏⽣(1990)「イタリア語における⾊彩表現：「color＋名詞」と「color＋⾊彩形容詞
＋名詞」を中⼼として」『南欧⽂化』7号, ⽂流, pp.1-25  

l 古浦敏⽣(1991).「『イタリア語における⽇本語からの借⽤語』資料補遺」『広島⼤学⽂
学部紀要』50 巻, pp.349-370 

l 古浦敏⽣(1992).「イタリア語における⽇本語からの借⽤語：その定着度測定のための
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l ⾦澤雄介(2006).「サルデーニャ語におけるカスティーリャ語からの借⽤について

−借⽤時期の相対年代−」『ロマンス語研究』39号, pp.51-60 http://sjsrom.ec-
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net.jp/studrom/039/studrom_039_006.pdf 

l ⾦澤雄介*(2007).「サルデーニャ語および⻄ロマンス諸語における無声閉鎖重⼦⾳
の通時的変化について」『ロマンス語研究』40号, pp.48-57 http://sjsrom.ec-

net.jp/studrom/040/studrom_040_006.pdf 

l ⾦澤雄介(2009).「サルデーニャ語第２変化動詞の直説法現在における⼈称語尾」
『ロマンス語研究』42号, pp.59-68 http://sjsrom.ec-

net.jp/studrom/042/studrom_042_007.pdf 

l ⾦澤雄介(2011).「サルデーニャ語カンピターノ⽅⾔における第２・第３変化動詞
の直説法半過去語尾の形成について」『ロマンス語研究』44号, pp.69-78 

http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/044/studrom_044_009.pdf 

l ⾦澤雄介(2011). 『サルデーニャ語動詞形態論の通時的研究』松⾹堂. 

(カ) サレント⽅⾔ 
l ⽥中慎吾(2009).「サレント⽅⾔における不定詞使⽤について」『ロマンス語研究』

42号, pp.1-9 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/042/studrom_042_001.pdf 

(キ) シチリア⽅⾔ 
l 信森廣光(1991).「イタリア・シチリア⽅⾔のアラブごとの相関」『⼭⼝⼤学⽂学会

誌』42号, pp.103-110  

(ク) トスカーナ⽅⾔ 
l 岩倉具忠(1965).「トスカナ⽅⾔の有気⾳について」『イタリア学会誌』13 巻, 

pp.74-79 https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/13/0/13_KJ00003717323/_pdf/-

char/ja 

(ケ) ドロミテ・ラディン語 
l ⼤澤⿇⾥⼦(2015).「南チロルのドロミテ・ラディン語の⺟語継承−イタリア語と

ドイツ語の狭間で−」『麗澤学際ジャーナル』23 巻, pp.95-114 

https://core.ac.uk/download/pdf/234644519.pdf 

l ⼤澤⿇⾥⼦(2000). 「ボルツァーノの⾔語状況」『東京⼤学⾔語情報科学研究』5

号. 東京⼤学⾔語情報科学研究会. 

l ⼟肥篤(2015).「ドロミテ・ラディン語パディーア⽅⾔における疑問の⼩辞」『ロマ
ンス語研究』48号, pp.65-74 http://sjsrom.ec-

net.jp/studrom/048/studrom_048_008.pdf 

(コ) ナポリ⽅⾔ 
l 板久梓織(2012).「ナポリ⽅⾔語彙使⽤の世代差」『東京外国語⼤学記述⾔語学論

集』8号, pp.115-122 http://repository.tufs.ac.jp/bitstream/10108/90482/1/Itaku.pdf 

(サ) フィレンツェ⽅⾔ 
l 岩倉具忠(1969).「フィレンツェ⽅⾔の歴史的⼀考察」『イタリア学会誌』17 巻, 

pp.89-96 https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/17/0/17_KJ00003717399/_pdf/-

char/ja 

(シ) フリウリ語 
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l ⼭本真司(1988).「パゾリーニのフリウリ語」『イタリア学会誌』38 巻, pp.52-76 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/38/0/38_KJ00003717791/_pdf/-char/ja 

l ⼭本真司(1995).「レト・ロマンス語の概念の再検討−フリウリ語の sedon/cucjarin

のケースを例に−」『ロマンス語研究』28号, pp.71-75 http://sjsrom.ec-

net.jp/studrom/028/studrom_028_006.pdf 

l ⼭本真司(2001).「フリウリ語の辞書と⾔語の標準化・規範化の問題」『ロマンス語
研究』34号, pp.19-28 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/034/studrom_034_003.pdf 

l ⼭本真司(2003).「フリウリ語の定動詞の否定形−特に接語形主語⼈称代名詞との
関連において−」『ロマンス語研究』36号, pp.30-39 http://sjsrom.ec-

net.jp/studrom/036/studrom_036_004.pdf 

l ⼭本真司(2006).「フリウリ語の強勢⾳節における⻑⺟⾳について」『ロマンス語研
究』39号, pp.61-70 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/039/studrom_039_007.pdf 

l ⼭本真司(2007).「フリウリ語における⽀え⺟⾳ -i −その発⽣と拡張の歴史−」
『ロマンス語研究』40号, pp.58-67 http://sjsrom.ec-

net.jp/studrom/040/studrom_040_007.pdf 

l ⼭本真司(2008).「『⿊を⼀杯』−フリウリ＝ヴェネツィア・ジュリア州における体
験より−」『ロマンス語研究』41号, pp.11-20 http://sjsrom.ec-

net.jp/studrom/041/studrom_041_002.pdf 

l ⼭本真司(2009).「イタリア北東部国境地域におけるフリウリ語・スロヴェニア語
間の⾔語接触」『ロマンス語研究』42号, pp.11-20 http://sjsrom.ec-

net.jp/studrom/042/studrom_042_002.pdf 

l ⼭本真司(2009).「ヨーロッパの⾔語スタンダードとイタリア北東部の⾔語状況に
ついて」『平成 18-20 年度科学研究費補助⾦「拡⼤ EU諸国における外国語教育政
策とその実効性に関する総合的研究」研究成果報告書』pp.197-212 

http://www.tufs.ac.jp/common/fs/ilr/EU/EU_houkokusho/yamamoto.pdf 

l ⼭本真司(2010).「フリウリ語の cemût と come：疑問詞的⽤法と⾮疑問詞的⽤法」
『ロマンス語研究』43号, pp.11-20 http://sjsrom.ec-

net.jp/studrom/043/studrom_043_002.pdf 

l ⼭本真司(2011).「プロテスタント宗教改⾰とカトリック宗教改⾰がフリウリ語の
歴史に与えた影響について」『東京外国語⼤学論集』82 巻, pp.351-366 

http://repository.tufs.ac.jp/bitstream/10108/65742/2/acs082016_ful.pdf 

l ⼭本真司(2013).「フリウリ語の「⼈称名詞付き前置詞」あるいは前置詞と⼈称代
名詞の融合」『ロマンス語研究』46号, pp.1-10 http://sjsrom.ec-

net.jp/studrom/046/studrom_046_001.pdf 

l ⼭本真司(2015).「フリウリ語における複合時制形の過去分詞に前接される⼈称代
名詞与格」『ロマンス語研究』48号, pp.11-20 http://sjsrom.ec-

net.jp/studrom/021/studrom_021_004.pdf 

l ⼭本真司(2018).「「カエル」とは何か：フリウリ語の例より」『ロマンス語研究』
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51号, pp.31-40 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/051/studrom_051_004.pdf 

(ス) ミラノ⽅⾔ 
l 藤村昌昭(1978).「ミラノ⽅⾔の⾳韻研究(その１)：⺟⾳」『⼤阪外国語⼤学学報』

42 巻, pp.15-28 https://ir.library.osaka-u.ac.jp/repo/ouka/all/80709/joufs_42_015.pdf 

(セ) ヴェネツィア⽅⾔ 
l 荻原寛(2000).「ヴェネツィア⽅⾔における無主語接語⽂」『ロマンス語研究』33

号, pp.12-22 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/033/studrom_033_002.pdf 

l 宮坂真紀(2008).「ゴルドーニの喜劇におけるヴェネツィア⽅⾔の意味とその効果
に関する考察：Le Morbinose と Le Donne di buon umore の⽐較を通して」『イタリ
ア学会誌』58 巻, pp.63-84 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/58/0/58_KJ00005059846/_pdf/-char/ja 

l 宮坂真紀(2011).「ゴルドーニのヴェネツィア⽅⾔劇におけるイタリア語：ガスパ
リーナの２⾔語併⽤」『イタリア学会誌』61 巻, pp.23-44 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/61/0/61_KJ00007562683/_pdf/-char/ja 

 
 

9. ⽂体論・修辞学 
l 池⽥廉(1956).「イタリア⽂芸批評と⽂体論（第⼆回国際イタリア⽂学研究会議より）」

『イタリア学会誌』5 巻, pp.105-109 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/5/0/5_KJ00003718066/_pdf/-char/ja 

l 岩倉具忠(1972).「現代イタリア⽂学における散⽂の⾔語」『イタリア学会誌』20 巻, 

pp.1-10 https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/20/0/20_KJ00003717460/_pdf/-char/ja 

l 岩倉具忠(1974). 「美術批評の⾔語について」『イタリア学会誌』22 巻, pp.95-103 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/22/0/22_KJ00003717502/_pdf/-char/ja 

l 岩倉具忠(1979).「シチリア派の⾔語と⽂体について：Giacomo da Lentini と Guido delle 

Colonne にみられる」『イタリア学会誌』27 巻, pp.24-47 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/27/0/27_KJ00003717576/_pdf/-char/ja 

l 古浦敏⽣(1983).「ダンテのレトリック」. 古⽥敬⼀編.『レトリックと⽂体：東⻄の修
辞法をたずねて』丸善書店, pp.31-49 

l ⼟肥秀⾏(2000).「パゾリーニ『ガザルサ詩集』の詩語」『イタリア学会誌』50 巻, 

pp.208-231 https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/50/0/50_KJ00003718084/_pdf/-

char/ja 

l 村瀬有司(2017).「『エルサレム解放』の７⾏⽬終わりの直接話法：配置の特徴と効果に
ついて」『イタリア学会誌』67 巻, pp.25-48 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/67/0/67_25/_pdf/-char/ja 

l 村瀬有司(2018).「『エルサレム解放』における直接話法の配置の特徴と効果：前置型の
「導⼊表現に導かれた⾏頭から始まる発話について」『イタリア学会誌』68 巻, pp.1-23 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/68/0/68_1/_pdf/-char/ja 



 15 

l 村瀬有司(2020).「『エルサレム解放』の偶数⾏から始まる直接話法について」『イタリ
ア学会誌』70 巻, pp.51-74 https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/70/0/70_51/_pdf/-

char/ja 

l 古浦敏⽣(1983).「ダンテのレトリック」. 古⽥敬⼀編.『レトリックと⽂体：東⻄の修辞
法をたずねて』丸善書店, pp.31-49 

 

 
10. 対照⾔語学・翻訳論 

(ア) ⽇・伊 
l 菅⽥茂昭(2011).「イタリア語 VS ⽇本語」『ロマンス語研究』44号, pp.31-34 

http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/044/studrom_044_004.pdf 

l 古浦敏⽣(1993).「イタリア語・フランス語に借⽤された⽇本語名詞の性」『広島⼤
学⽂学部紀要』52 巻, pp.227-245 

l 古浦敏⽣(1993). 「イタリア語の付加疑問とそれに対応する⽇本語の⽂末−川端康
成『古都』とそのイタリア語役を資料として−. 藤原与⼀編.『⾔語類型論と⽂末
詞』三弥井書店, pp.21-31 

l 古浦敏⽣(1995).「イタリア語・⽇本語における⾊彩語彙の対象研究」『南欧⽂化』
16号, ⽂流, pp.16-36 

l 古浦敏⽣(2005).「⽇本語・イタリア語発話動詞⽐較対照研究」『広島⼤学フランス
⽂学研究』24 巻, pp.384-395 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/19760/files/7945 

l 古浦敏⽣(2006).「⽇本語・イタリア語対照研究：「⾏く/来る」vs「andare/venire」」
『ニダバ(NIDABA)』35 巻, pp.75-84 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44735/files/29414 

l 古浦敏⽣(2007).「⽇本語・イタリア語における温度形容詞の⽐較対照研究」『ニダ
バ(NIDABA)』36 巻, pp.67-76 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44736/files/29369 

l 古浦敏⽣(2008).「⽇本語・イタリア語対照研究：「⽗/⺟」vs「padre/madre」」『ニ
ダバ(NIDABA)』37 巻, pp.135-142 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44739/files/30084 

l 古浦敏⽣(2009).「⽇本語・イタリア語における反復表現の⽐較対照研究：畳語
(epizeuxis)を中⼼に」『ニダバ(NIDABA)』38 巻, pp.78-87 https://ir.lib.hiroshima-

u.ac.jp/45552/files/38029 

l 古浦敏⽣(2010).「⽇本語・イタリア語対照研究：語中⾳添加を中⼼として」『ニダ
バ(NIDABA)』39 巻, pp.68-77 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44742/files/29455 

l 古浦敏⽣(2012).「⽇本語・イタリア語対照研究：「⽔語彙」を中⼼として」『ニダ
バ(NIDABA)』41 巻, pp.51-60 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/49698/files/38532 

l 古浦敏⽣(2013).「⽇本語・イタリア語における「時刻指定表現」の対象研究」『ニ
ダバ(NIDABA)』42 巻, pp.90-91 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44746/files/29417 

l 古浦敏⽣(2014).「⽇本語・イタリア語対照研究：「古−/旧−」vs

「antico/vecchio」」『ニダバ(NIDABA)』43 巻, pp.79-88 https://ir.lib.hiroshima-

u.ac.jp/44748/files/42179 
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l 古浦敏⽣(2015).「⽇本語・イタリア語対照研究：「花語彙」を中⼼として」『ニダ
バ(NIDABA)』44 巻, pp.80-88 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44751/files/37684 

l 古浦敏⽣(2017).「⽇本語・イタリア語対照研究：「⾼・低」vs「alto・basso」」『ニ
ダバ(NIDABA)』45 巻, pp.59-68 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44753/files/33915 

l 古浦敏⽣(2017).「⽇本語・イタリア語対照研究：物の周辺・先端部を指す名詞を
中⼼として」『ニダバ(NIDABA)』46 巻, pp.54-62 https://ir.lib.hiroshima-

u.ac.jp/44756/files/3 

l 古浦敏⽣(2018).「⽇本語・イタリア語対照研究：職業名を構成する接尾辞を中⼼
として」『ニダバ(NIDABA)』47 巻, pp.1-10 https://ir.lib.hiroshima-

u.ac.jp/45415/files/30106 

l チェスパ・マリアンナ(2012).「イタリア語と⽇本語の複⽂における時制につい
て」『北海道⼤学⼤学院⽂学研究科研究論集』12 巻, pp.169-187 

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/bitstream/2115/51966/1/009_MARIANNA.pdf 

l チェスパ・マリアンナ(2015).「イタリア語と⽇本語の過去時制に関する対照研
究」『北海道⼤学博⼠論⽂』11630号
https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/bitstream/2115/58743/1/Cespa_Marianna.pdf 

l ナンニーニ・アルダ*(2007).「⽇本⼈学習者におけるイタリア語の冠詞習得につい
て：対象⾔語学的アプローチおよび教授法の諸提案」『イタリア学会誌』57 巻, 

pp.20-47 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/studiitalici/57/0/57_KJ00004737446/_pdf/-
char/ja 

l ⻄本晃⼆(1992). 「イタリヤ語のカナ表記について：試論」.「秋⼭余思教授退官記
念論⽂集」編集委員会編.『イタリア語ことばの諸相：秋⼭余思教授退官記念論⽂
集』イタリア書房, pp.41-55 

(イ) 伊・英 
l 上野貴史(1997).「英語名詞複合語とイタリア語表現」『ニダバ(NIDABA)』26 巻, pp.77-

85 https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/44352/files/29488 

(ウ) ロマンス語 
l ⼩倉博史(2014).「ロマン諸語における語の有縁性と⽐喩表現について(5)−ロマン

諸語(フランス語、イタリア語、ルーマニア語、スペイン語、ポルトガル語)と⽇本
の故事・諺・成句にみられる楽器名による⽐喩表現を中⼼として−」『国際⾔語平
和研究所研究論叢』84号, pp.59-73 https://kufs.repo.nii.ac.jp/records/130 

l 菅⽥茂昭*(1986).「il futuro nell’italiano e nelle lingue romanze」『ロマンス語研究』19

号, pp.85-87 http://sjsrom.ec-net.jp/studrom/019/studrom_019_009.pdf 

l ⾕栄⼀郎(1996).「ロマンス語⽐較：語彙の継承」『奈良県⽴商科⼤学研究季報』7

巻, 1号, pp.51-64 https://narapu.repo.nii.ac.jp/records/299 

l ⼟屋亮(2017).「スペイン語「中性定冠詞」lo の諸⽤法とこれに相当するイタリア
語およびフランス語の表現について」『福岡⼤学⼈⽂論叢』49 巻, 3号, pp.805-837 
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https://fukuoka-

u.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download&item_id=4252&item_no=

1&attribute_id=22&file_no=1 

l 藤⽥健(2004).「ロマンス諸語における冠詞のカテゴリー化に関する対照的考察」
『認知科学研究』2 巻, pp.19-36 https://muroran-

it.repo.nii.ac.jp/record/5304/files/02.pdf 

l 藤⽥健(2004).「ロマンス諸語における不定詞節内の代名詞クリティックの格照
合」『北海道⼤学⽂学研究科紀要』112 巻, pp.105-134 

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/bitstream/2115/34064/1/112_PL105-134.pdf 

l 藤⽥健(2012).「ロマンス諸語における定冠詞の代名詞的性質」『北海道⾔語⽂化研
究』10 巻, pp.7-22 https://u.muroran-it.ac.jp/hlc/2012/02fujita.pdf 

l ⼭村ひろみ(2017).「スペイン語の estar+gerundio の特徴：対応するフランス語・イ
タリア語の迂⾔形式との対照の観点から」『九州⼤学⾔語⽂化論究』38 巻, pp.85-96 

https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/opac_download_md/1804176/p085.pdf 
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